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野口 光一 解剖学講座神経科学部門 主任教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  15 名 
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１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

野口光一 
解剖学神経科学部門・

教授 

神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/

ｸﾞﾘｱ細胞/ニューロン間の相互連関の研究 

難治性疼痛・感覚障害の新規分子

機構を解明と創薬シーズ発掘プロジ

ェクトの総括 

山中博樹 
解剖学神経科学部門・

講師 

難治性疼痛の分子メカニズムの解明ー後

角の可塑的変化と疼痛メカニズムについて 

神経障害後の脊髄後角の可塑的変

化と難治性疼痛メカニズムの関係を

検討する 

小林希実子 
解剖学神経科学部門・

講師 A 

神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/

ｸﾞﾘｱ細胞/ニューロン間の相互連関の研究      

後根神経節•脊髄の遺伝子発現を形

態学的•分子生物学手法で詳細に検

討する 

大久保正道 
解剖学神経科学部門・

助教 

神経障害性疼痛時の脊髄グリア細胞/ニュ

ーロン間の新規相互作用分子の解明 

血管•ｸﾞﾘｱ･ﾆｭｰﾛﾝ相互関係を介した

難治性疼痛ﾒｶﾆｽﾞﾑの分子機構を解

明する 

廣瀬宗孝 
麻酔科学・疼痛制御科

学講座・教授 

神経栄養因子（TrkAやTrkB）の創薬に向け

ての基礎研究及びヒト疼痛病態での役割解

明 

神経栄養因子による新規疼痛創薬

への段階的研究を継続し創薬実現

を目指す 

吉矢晋一 
整形外科学・ 

教授 

脊髄損傷後の神経障害性難治性疼痛にお

ける Ca チャネルの動態と新しい作用機作

解明 

脊髄損傷後難治性疼痛のメカニズム

解明と創薬・治療戦略プロジェクトの

執行•統括 

橘 俊哉 
整形外科学・ 

講師 

脊髄損傷後の神経障害性難治性疼痛にお

ける Ca チャネルの動態と新しい作用機作

解明 

Ca チャネルの発現変化と脊髄損傷

後疼痛メカニズムとの関係を分子生

物学的に解明 

三輪洋人 
内科学上部消化管科・

教授 

上部消化管の疼痛／異常感覚の基礎研究

及び粘膜上皮のバリア機能や NOの関与 

胃・食道の疼痛・感覚異常のメカニ

ズム解明•創薬発掘プロジェクトの執

行と統括 

大島忠之 
内科学上部消化管科・

講師 

上部消化管の疼痛／異常感覚の基礎研究

及び粘膜上皮のバリア機能や NOの関与 

上部消化管の粘膜バリア機能と疼

痛・感覚異常との関係を分子生物学

的に解明する 

岡村春樹 腫瘍免疫制御学・教授 
神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/

グリア細胞/ニューロン間の相互連関の研

究 

グリア細胞からのサイトカイン発現•

遊離と難治性メカニズムと関係を解

明する 
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八木秀司 
解剖学細胞生物部門・教

授 

難治性疼痛の分子メカニズムの解明ーグリ

ア/ニューロン間の情報伝達に関わる分子

の解明 

脊髄内新規分子機構を解明の中

で、特に細胞内分子機構の詳細な

解析を担当する 

松山知弘 
先進脳治療学・特別招聘

教授 

神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/

ｸﾞﾘｱ細胞/ﾆｭｰﾛﾝ間の相互連関の研究 

神経障害時の血管周辺でのｸﾞﾘｱ細

胞の動態と疼痛ﾒｶﾆｽﾞﾑの関係を検

討する 

中込隆之 
先端医学研究所・神経再

生部門・教授 

神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/

ｸﾞﾘｱ細胞/ﾆｭｰﾛﾝ間の相互連関の研究 

神経障害時の血管周辺でのグリア

細胞の動態と疼痛メカニズムの関係

を検討する 

(共同研究 

機関等) 
   

戴 毅 
兵庫医療大学・薬学部・

教授 

TRP タンパクを標的とした天然薬物由来成

分の探索と薬理活性化合物データベース

の構築 

各種薬剤•生薬成分の TRP チャネル

への効果を検討することで創薬シー

ズを発掘する 

王 勝蘭 
兵庫医療大学・薬学部・

助教 

TRP タンパクを標的とした天然薬物由来成

分の探索と薬理活性化合物データベース

の構築 

TRP チャネルのパッチクランプ及び

Ca 反応を用いた薬理活性化合物の

スクリーニング 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
疼痛時の脊髄興奮性の解析ー特に

新規標的分子の in vivoでの脊髄興

奮性解析 

解剖学講座神経科学

部門・助教 
三好 歓 

膜感受性色素を用いた脊髄ニューロ

ンの興奮性を持ちいて創薬シーズ発

掘を目指す 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— — — — 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— — — — 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— 
先端医学研究所神経再生研究部門・  

教授 
松山 知弘 

神経障害時の血管周辺でのグリ

ア細胞の動態と疼痛メカニズム

の関係を検討する 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
難治性疼痛の分子メカニズムの解

明ーグリア/ニューロン間の情報伝

達に関わる分子の解明 

解剖学神経科学部門・ 

准教授 
八木 秀司 

脊髄内新規分子機構を解明の中

で、特に細胞内分子機構の詳細な

解析を担当する 
（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

解剖学神経科学部門・准教

授 
解剖学細胞生物部門・ 教授 八木 秀司 

脊髄内新規分子機構を解明の中

で、特に細胞内分子機構の詳細な

解析を担当する 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— — — — 

（変更の時期：平成 27 年 9 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— 解剖学神経科学部門・准教授 藤谷 昌司 
後根神経節•脊髄の遺伝子発現

調節を分子生物学手法で検討す

る 
 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— — — — 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— 
先端医学研究所神経再生研究部門・

教授 
中込隆之 

神経障害性疼痛と脊髄での血管

内皮細胞/グリア細胞/ニューロ

ン間の相互連関の研究 
 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
神経障害性疼痛と脊髄での血管内

皮細胞/グリア細胞/ニューロン間

の相互連関の研究 

解剖学神経科学部門・

准教授 
藤谷 昌司 

後根神経節•脊髄の遺伝子発現調節

を分子生物学手法で検討する 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

— — — — 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
神経障害性疼痛と脊髄での血管内

皮細胞/グリア細胞/ニューロン間

の相互連関の研究 

先端医学研究所神経

再生研究部門・教授 
松山知弘 

神経障害時の血管周辺でのグリア

細胞の動態と疼痛メカニズムの関係

を検討する 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端医学研究所神経再生研

究部門・教授 
先進脳治療学・特別招聘教授 松山知弘 

神経障害時の血管周辺でのグリ

ア細胞の動態と疼痛メカニズム

の関係を検討する 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 

平成 26 年度からの本研究プロジェクトは以前より研究代表者と共同研究等で実績をあげている臨床

講座との共同研究のさらなる発展に加えて、痛み・異常感覚をテーマとし特に創薬に繋がる基礎研究

に重点をおいたプロジェクトである。具体的には、難治性疼痛の分子メカニズム解明から臨床的な創

薬治療戦略開発へ向けた２段階の疼痛研究内容を含んでいる。 

第１には、基礎的な難治性疼痛つまり神経障害性疼痛や内蔵痛などの分子メカニズムをさらに追究

し、創薬シーズとして発展させることである。基礎的メカニズムは数多くの仮説を提唱されているが、

多くの疼痛病態に特異的な、もしくは重要な因子・分子を解明していくことを目的とする。すでにこの分

野では国際的評価を得ているがさらなる努力により、よりインパクトのある成果を挙げることで、臨床

へ向けての創薬シーズを開発していく。 

第２には既に臨床使用されている薬剤や生薬成分の新規作用機作解明を通じて、より早期の臨床応

用を目指した基礎研究を展開することである。可能な創薬シーズであれば、臨床各科においてヒトを

用いた疼痛研究を推進する。疼痛基礎研究者との交流・議論の中で発見された問題点を臨床に持ち

帰り検討する、また逆に臨床的な問題点を動物実験におろしてその病態解明を図る、という基本的ス

タンスで研究を進めるところに本プロジェクトの意義が存在する。研究代表者は、これまで多数の製薬

企業との受託研究・研究指導等の経験があり、これまで培ってきた産学連携の研究体制を、臨床系

教員との連携を進めることでさらに推進する。またこれまでの本グループの疼痛に関する研究で、４０

名ほどの医学博士を輩出しているが、さらなる若手研究者・医師の指導、育成を進める。 

 

計画の概要 

１）難治性疼痛・感覚異常の分子メカニズム解明    

 神経科学的なアプローチにより、難治性疼痛の分子メカニズムの解明を進める。これまでの 20年間

の業績をさらに発展させて、一次知覚ニューロン、脊髄ニューロン、脊髄グリア細胞などの侵害受容

神経回路における種々の分子、例えば TRP チャネル、神経栄養因子、シグナル伝達因子、ATP 及び

その受容体、各種サイトカインとその受容体、さらに接着因子など神経可塑性に関係する分子等の動

態、難治性疼痛病態における関与を解明する。神経組織以外に、炎症組織や組織傷害時の組織な

ど（皮膚、関節、消化管などの組織）における種々の分子の疼痛や感覚障害への関与を検討し、新規

作用機作の解明や臨床応用への展開を図る。 

２）創薬の観点からの疼痛モデル動物研究やヒトを用いた臨床研究    

 麻酔科では神経栄養因子をターゲットとした創薬研究を進め、さらに高齢者の疼痛行動と神経栄養

因子の関連という新観点を追究する。整形外科では脊髄損傷後難治性疼痛モデルを主とした神経障

害性疼痛モデルでの Ca チャネルリガンドの作用機作の研究。消化器内科では胃・食道痛・知覚障害

モデルを実験動物にて作成しその病態解明と新規治療薬への展開を図る予定である。兵庫医療大

学薬学部では有効成分が同定できた天然薬物から化合物ライブラリーを作成し、TRP チャネルを強

制発現した HEK 細胞評価系を用いて最終的に有望な創薬シーズの発見を目指す。さらに、対象が既

知の薬剤や生薬成分の新規作用機作に関する研究においては、基礎研究を進めると同時に、進行

の度合いによりヒトの臨床病態における意義・効果についても検討する。 
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（２）研究組織 

主な研究者 

・野口光一（解剖学神経科学部門教授） 研究代表者：研究全体の統括、まとめ、論文作成責任者 

   神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/ｸﾞﾘｱ細胞/ニューロン間の相互連関の研究 

・山中博樹（解剖学神経科学部門講師） 脊髄後角の可塑的変化と難治性疼痛メカニズムの関係の

検討 

   難治性疼痛の分子メカニズムの解明ー後角の可塑的変化と疼痛メカニズムについて 

・小林希実子（解剖学神経科学部門講師） 後根神経節•脊髄の遺伝子発現の形態学的•分子生物学

的解析 

   神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/ｸﾞﾘｱ細胞/ニューロン間の相互連関の研究 

・大久保正道（解剖学神経科学部門助教） 血管•ｸﾞﾘｱ･ﾆｭｰﾛﾝ相互関係の形態学的・生化学的解析 

   神経障害性疼痛時の脊髄グリア細胞/ニューロン間の新規相互作用分子の解明  

・廣瀬宗孝（麻酔科学・疼痛制御科学講座・教授） 神経栄養因子による新規疼痛創薬への段階的研

究 

   神経栄養因子（TrkA や TrkB）の創薬に向けての基礎研究及びヒト疼痛病態での役割解明 

・吉矢晋一（整形外科教授）整形グループ責任者    

   脊髄損傷後の神経障害性難治性疼痛における Ca チャネルの動態と新しい作用機作解明 

・橘俊哉（整形外科講師） Ca チャネルの発現変化と脊髄損傷後疼痛メカニズムとの関係検討 

   脊髄損傷後の神経障害性難治性疼痛における Ca チャネルの動態と新しい作用機作解明 

・三輪洋人（内科学上部消化管科教授）消化器系グループ責任者 

   上部消化管の疼痛／異常感覚の基礎研究及び粘膜上皮のバリア機能や NOの関与 

・大島忠之（内科学上部消化管科講師） 消化管の粘膜バリア機能と疼痛・感覚異常との関係解析 

   上部消化管の疼痛／異常感覚の基礎研究及び粘膜上皮のバリア機能や NOの関与 

・岡村春樹（腫瘍免疫学教授） グリア細胞からのサイトカイン発現•遊離と難治性メカニズムと関係 

   神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/グリア細胞/ニューロン間の相互連関の研究 

・八木秀司（解剖学細胞生物部門教授） 細胞内分子機構の詳細な解析を担当する 

   難治性疼痛の分子メカニズムの解明ーグリア/ニューロン間の情報伝達に関わる分子の解明 

・松山知弘（先端医学研究所・神経再生部門・教授） 血管周辺でのｸﾞﾘｱ細胞の動態と疼痛ﾒｶﾆｽﾞﾑの

関係 

   神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/ｸﾞﾘｱ細胞/ﾆｭｰﾛﾝ間の相互連関の研究 

・中込隆之（先端医学研究所・神経再生部門・教授） 血管周辺でのｸﾞﾘｱ細胞の動態と疼痛ﾒｶﾆｽﾞﾑの

関係 

   神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/ｸﾞﾘｱ細胞/ﾆｭｰﾛﾝ間の相互連関の研究 

・戴毅（兵庫医療大学薬学部薬物治療学教授） 各種薬剤•生薬成分の TRP チャネルへの効果の検

討 

   TRP タンパクを標的とした天然薬物由来成分の探索と薬理活性化合物データベースの構築 

・王勝蘭（兵庫医療大学薬学部薬物治療学助教） TRPチャネルのパッチクランプ及びCa反応を用い

た薬理活性化合物のスクリーニング 

   TRP タンパクを標的とした天然薬物由来成分の探索と薬理活性化合物データベースの構築 

・他に参加する研究者、大学院生、ＰＤが計 7-8 人ほど存在し、研究代表者の野口を中心に、各グル

ープ間で密接に定期的に連絡を取り合いながら各研究プロジェクトの推進を行っている。各グループ

がそれぞれ個別プロジェクトの責任者を持ち、全体として研究代表者の野口が総責任を持つ。 

お互いの問題点の解決のための２週間に１回のプログレスミーティング、及び１ヶ月に１回のリサーチ
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ミーティング（パワーポイントプレゼンを用いた詳細なディスカッション）を行っている。また若手実験者

の実験の補佐や指導を丁寧に行うなど、研究支援体制も整えて、全体としてスムーズな研究が行わ

れるように配慮している。 

 

 

（３）研究施設・設備等 

・兵庫医科大学解剖学神経科学部門 230平米 10人(平成 30年 1月よりは新築の教育研究棟へ移

転し、その場所で研究活動を進めている。 

・兵庫医療大学薬物治療学研究室 133 平米 5 人 

・兵庫医科大学内科学上部消化管科 50 平米 4 人 

それ以外に、兵庫医科大学共同利用研究施設（1379 平米、9 号館２階；平成 30 年 4 月よりは教育研

究棟へ移転し利用している）、放射性同位元素実験室（551 平米、９号館１階）などを利用している。 

研究装置等に関しては別紙に記載。小型備品は本予算で整備しており、フルタイムで使用し、研究に

活用している。 

 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

１） 難治性疼痛・感覚異常の分子メカニズム解明 

 この５年間の代表的プロジェクトの進捗状況と達成度をまとめる。 

 

・ 神経障害性疼痛と脊髄での血管内皮細胞/ｸﾞﾘｱ細胞/ニューロン間の相互連関の研究 

解剖学神経科学部門のメンバーを中心に進められたプロジェクトであり、２年間の精力的な実験と国

際一流紙への投稿に関わる種々の追加実験、レフリーとのやり取りの結果、ついに発表に至った研

究である。本プロジェクトの中心課題であるニューロパチックペインのメカニズムにおいて、活性化して

いるマイクログリアから遊離したTNFαが脊髄内血管内皮細胞に働き、内皮細胞におけるプロスタグラ

ンジン I2(PGI2)の合成酵素の発現が増加し、産生された PGI2 が受容体の存在する脊髄ニュ−ロンに

働きかけることで、疼痛シグナルに関わる神経活動が亢進し、結果的にニューロパチックペインに繋

がるという論文である。２０１７年初頭に北米神経科学学会の eNeuro に発表した(*96)。本論文では、

ラット Spared nerve injury(SNI)モデルを使用し、Cox2, Pgis(PGI2 の合成酵素), PGI2 receptor の脊髄

における発現変化をまず調べた。Cox2 と Pgis は末梢神経障害後 24-48 時間で増加し、それは血管

内皮細胞における発現変化であった。この Cox2 の血管内皮での発現は過去の一部の有力論文と合

わない結果であり、そのデータの正当性、妥当性を証明するために確認実験を繰り返した。また、IP 

receptor は主に脊髄ニュ−ロンで発現していた。Cox2 阻害剤や IP receptor 拮抗剤投与は、ニューロ

パチックペインの初期相の形成を抑制することが判った。さらに、TNFαと血管内皮の Cox2 発現との

関係を検討した。TNFαmRNAは神経障害後24時間で一過性にマイクログリアにおいて発現増加する

こと、TNFの受容体が血管内皮細胞でCox2と共存していることなどを証明した。これまでTNFαはもっ

と神経障害後の長時間に渡って効果を持つことが示唆されていたこととは、異なる結果と言える。さら

に、TNFαを正常脊髄に投与すると、血管内皮細胞にて、Cox2 と Pgis が発現誘導することも確認でき

た。これらの結果は、マイクログリア由来の TNFαが脊髄血管内皮細胞において Cox2, Pgis を誘導さ

せ、内皮細胞からのPGI2がニュ−ロンの IP受容体を介してニューロパチックペインに重要な役割を果

たしていることを示唆している。末梢神経障害後の脊髄内マイクログリアー血管内皮細胞—ニュ−ロン

の連関に関する新しい仮説を発表することが出来た。 
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・ 一次感覚ニュ−ロンー脊髄内グリア間の情報伝達因子としての M-CSF の関与 

従来より、未解明であった重要なポイントが、末梢神経障害後に脊髄マイクログリアが活性化するメカ

ニズム、つまり損傷一次感覚ニュ−ロンから脊髄マイクログリアへのシグナル分子の解明である。この

テーマに関して進められたプロジェクトが、DRG における M-CSF (Macrophage colony stimulating 

factor)の関与を証明した研究である(*43)。末梢神経障害後に、ラット DRG ニュ−ロンにおいて劇的に

M-CSF の発現が増加し、その増加は障害後 1 日目で有意となり、少なくとも 2 週間は継続した。その

増加は末梢神経が障害を受けたニュ−ロンであることを損傷マーカーである ATF3 との二重染色で証

明した。一方、その受容体である M-CSF receptor は脊髄マイクログリアに恒常的に発現しており、末

梢神経障害でその発現は大きく増加した。脊髄内へのM-CSF receptor 阻害剤の投与は、脊髄マイク

ログリアの増殖を低下させ、さらにニューロパチックペインの疼痛行動を抑制した。これらの結果は一

次感覚ニュ−ロンで大きく増加した M-CSF が脊髄後角の一次感覚ニュ−ロンの神経終末より遊離さ

れ、脊髄内でマイクログリアの増殖に関わっていることを示唆している。これらの結果は非常に新規性

のある研究であり、同時期に米国から同様の研究が発表されたことより、その正当性、妥当性が証明

さえたと言える。我々のデータは、PLOS One に 2016 年に発表した。 

 

・ 脊髄内グリア-ニューロン間の情報伝達因子としての脂質メディエーター、ロイコトリエンの関与 

従来より、解剖学神経科学部門のメンバーを中心に進められたプロジェクトが、ニューロパチックペイ

ンのメカニズムにおいて脊髄内でロイコトリエンの関与を解明した研究である。神経障害後に脊髄マ

イクログリアにおいてアラキドン酸から LTA4 を合成する酵素である 5-LO と FLAP が発現増加するこ

と、及びロイコトリエン受容体のうち、BLT1が脊髄ニューロンにおいてCysLT1がマイクログリアにて発

現していることがわかった。さらに合成酵素阻害剤や受容体拮抗薬の効果を、ニューロパチックペイン

モデルを作成してその効果を調べると、有意に疼痛行動を抑制することが明らかとなり、それ以外の

データと共に、グリア関係のトップ雑誌「GLIA」に発表した。次のステップとして、電気生理学的手法を

用いて、神経障害性疼痛モデル動物において実際にロイコトリエンが脊髄ニューロンの興奮性、反応

性にどのような影響を与えるかを精力的に検討した。その結果、LTA4 をモデルラットの脊髄スライス

に投与すると、それ単独では変化を示さないものの、NMDA 電流を大きく増強することが明らかとなっ

た。このNMDA電流の増加を示すニューロンは測定したニューロンの約２５％であり、これは脊髄にお

ける LTA4 の受容体 BLT1 の発現率と一致していた。この変化は、BLT1 の阻害剤でブロックすること

も出来ており、さらにこの増強作用は G タンパク阻害剤により抑制され、細胞内情報伝達系因子が関

わっていることも判った。これらのデータは Leukotriene enhances NMDA-induced inward currents in 

dorsal horn neurons of the rat spinal cord after peripheral nerve injury というタイトルで、Mol Pain に発

表した(*15)。 

 

・脊髄後角における細胞接着構造などの可塑的変化のコネクトーム解析と神経障害性疼痛メカニズ

ムとの関連 

従来より、末梢神経障害時の脊髄後角における多彩な神経可塑的変化の分子基盤として、接着因子

に注目して研究を進めており、例えば細胞接着因子の L1 及び CHL1 等の変化と神経障害性疼痛の

関連を国際一流紙に発表してきた。今回は、L1の変化とCaチャネルのα2δ1サブユニットの変化を詳

細に検討し、脊髄後角の可塑的変化と興奮性増加との関係を調べるプロジェクトである。Ca チャネル

のα2δ1 サブユニットは現在世界中で最も良く使用されている神経障害性疼痛治療薬であるプレガバ

リンの標的分子である。この研究の目的は脊髄後角の接着因子などの変化に代表される可塑的変

化を解明し、さらにその変化がプレガバリンにより影響を受けることを解明することで、全く新しい鎮痛

メカニズムの作業仮説を構築したいと考えている。末梢神経障害後には、α2δ1 サブユニットが一次感
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覚ニュ−ロンで発現増加し、脊髄後角の神経終末部で増加するが、それは正常に後角ニュ−ロンとの

シナプス部位ではなく、大きなブトン状の構造物が存在しそこにα2δ1 サブユニットと L1 が共存してい

た。これらの変化は主に通常の axo-dendritic contacts での変化ではなく、損傷を受けた C線維上へ

の axo-axonal apposition と観察されることが判った。これらの結果はこの部位が Aberrant 

neurotransmission (異常神経伝達機構)の大きな場である可能性が示唆された。さらにこの異常な神

経伝達の場は、プレガバリン投与により有意に抑制されることも判った。現在、脊髄後角の共焦点顕

微鏡画像の３次元構築そして、異常構造物の脊髄ニュ−ロンとの接着面積の定量化も終了し、論文作

成の最終段階の状態である。これまでに 2年前の日本疼痛学会のシンポジウムや、北米神経科学学

会、昨年の世界疼痛学会において発表を行っている。 

 

・神経障害性疼痛モデル動物におけるマイクログリアにおける役割における新知見−抑制性サイトカ

イン IL-4 受容体の関与 

この10数年間末梢神経障害後の脊髄におけるマイクログリアは、疼痛メカニズムの中でもっぱら疼痛

シグナルを増強する役割が報告されてきた。一方、炎症機構や他病態におけるマイクログリア/マクロ

ファージは M1/M2 という 2 種類の分類が報告され、炎症の増強と減弱という相反する機能が示唆さ

れている。本研究では末梢神経障害後の脊髄マイクログリアにおいて、抑制性サイトカインである

IL-4 の受容体が発現増加することを発見した。このマイクログリアにおける発現増加はリン酸化

STAT6 の発現増加と一致していることも明らかとなった。この受容体が増加している脊髄腔内に

recombinant IL-4 を投与すると、末梢神経障害による疼痛行動を有意に抑制することが出来た。同時

に、pSTAT6 の増加も確認出来、脊髄マイクログリアにおける内因性 IL4 受容体増加による鎮痛機構

の亢進というメカニズムを証明することが出来た。これは将来の治療的研究の発展を期待させるもの

で、グリア研究のトップ雑誌である GLIA に発表を行った(*109)。 

 

・ ・末梢組織に存在する感覚神経終末の分布に関する研究 

 末梢神経の障害により、慢性的な疼痛が生じることは知られている。通常、振動覚を感知する真皮

層に存在する感覚受容器であるパチニ小体も外傷等により過形成を引き起こし疼痛の原因となる可

能性が指摘されている。今回、身体深部の大腿動脈周辺に存在するパチニ小体の分布について検

討し報告した(*135)。パチニ小体が存在することは、知覚神経終末が大腿動脈周囲に存在することを

示しており、動脈周囲においても針等による侵害により知覚神経障害やパチニ小体の障害により疼

痛を生じる可能性が示唆される。 

 腹腔内における、痛覚も含め感覚に関わる神経系の詳細な知見に関しては、今までほとんど報告

は無い。今回、腹腔内壁側の腹膜直下の感覚を感知する末梢神経の分布について検討した。腹腔内

腹膜直下の感覚神経終末の構造を含め、腹腔内壁の神経の分布について明らかにした。 

 

 

２）創薬の観点からの疼痛モデル動物研究やヒトを用いた臨床研究  

 

・ TRP ファミリー分子 TRPA1 の機能調節機構 

これまでに我々のグループにより複数の TRPA1 に関する電気生理学的解析により論文を発表してき

たが、麻酔科グループにおける基礎的研究としてArteminによるTRPA1及びTRPV1チャネルの遺伝

子発現制御について検討した。これまでに transgenic mouse などを用いた Artemin による TRPV1 制

御の報告はあったが、今回初めて in vivo で末梢炎症状態における皮膚真皮の深層、そして表皮全

層にわたって広く Artemin の発現が増加することを発見した。重要なことは、その発現の時間経過が
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NGF より遙かに長く継続し、またその増加率も大きいことが明らかとなった。また、Artemin の末梢組

織への投与により、DRG において TRPV1 のみならず TRPA1 も発現増加が見られ、その制御にｐ３８

MAPK が関与していることを発見した。さらに DRG ニューロンの培養系を用いて Artemin による TRP

ファミリーの発現制御を証明することに成功した。これらの結果は、末梢炎症時の痛覚過敏に関わっ

ている TRP ファミリー分子の発現制御に、これまでによく知られていた NGF以外に Artemin が重要な

役割を持つことを示しており、2015 年の Mol Pain に発表した（*19）。今後、炎症性疼痛に関わる創薬

へつながる可能性を持っている点で非常に興味深く、今後は高齢者の疼痛行動と神経栄養因子の関

連という新観点を追究する。 

 

・疼痛関連受容体（TRPV1、TRPA1 など）をターゲットとした天然薬物成分の探索と薬理機序の解明 

カルシウムイメージング法（flex station）を用いて、鎮痛効果のある漢方薬から TRP チャネルをターゲ

ットとした有効成分のスクリーニングを行った。数十種類の成分から現在15種類のTRPチャネル刺激

または抑制効果を示す成分を同定した。さらに疼痛行動実験にて単一成分の鎮痛効果を確認した。

特にエボジアミンに注目し、そのTRP調節作用を電気生理学的、薬理行動学的に解析した。これらの

成果の一部を J Nat Med(*18)や J Nat Prod. (*44)にて発表した。J Nat Med での論文は平成 29 年度

日本生薬学会論文賞に選ばれた。（http://www.jsphcg.or.jp/jsp_ronbunsho_recipient.html）。また、天

然薬物成分のレスベラトロールが TRPA1 に対して抑制作用を確認したうえ、レスベラトロールの誘導

体を合成し、薬理作用のより強い誘導体の確立に研究を重ねた。一連の成果を Bioorg Med Chem 

Lett.にて発表した（*97）。 

 

・有痛性糖尿病性ニューロパチーのメカニズムとしての一次知覚ニュ−ロンにおける AMPK による

TRPA1 の抑制性調節機構 

これまで重要な痛みセンサーとしての TRPA1 研究において世界をリードしてきたが、今回は TRPA1

のチャネル機能を抑制性に調節している因子を発見した。AMPK (AMP-activated protein kinase)は細

胞内のエネルギーセンサーでありエネルギー消費を調節する極めて重要な役割を持っている。AMPK

はATP消費により活性化し、その結果多くの下流の標的分子をリン酸化することでエネルギー消費を

抑える効果がある。一方、糖尿病などの代謝異常においては、AMPK の activity の変化により細胞内

でのエネルギ−バランスが障害されることが判っている。今回の研究においては、一次知覚ニュ−ロン

におけるAMPK と TRPA1の機能的連関を発見し、つかり 2種の薬剤によるAMPKの活性化は素早く

一次知覚ニュ−ロンの膜由来 TRPA1 の量的減少を引き起こし、そのチャネル機能が抑制された。逆

に糖尿病モデルマウスにおいては AMPK 活性が抑制されており、その結果一次知覚ニュ−ロンの膜

における TRPA1 が増加し、疼痛行動としてアロディニアが観察された。これらの異常な変化は AMPK

の活性化剤により正常することも明らかとなった。さらに、培養系の実験において高グルコース暴露

はAMPK活性化を抑制し、アゴニストによりTRPA1電流を増加することも証明した。さらにその変化は

AMPK 活性化剤により防止することが可能であった。これらの結果は AMPK がこれまで知られていな

かった TRPA1 の新しい調整因子であることを解明したわけで、有痛性糖尿病ニューロパチーの治療

分子標的としての可能性を示唆した論文であった。これらの内容は、糖尿病関係のトップ雑誌である

Diabetes (2018) (*111)に発表した。 

 

・過酸化物質による内臓痛の発症機構 

潰瘍性大腸炎とクローン病の各々の動物モデルを作製し、腸内バルン刺激による内臓痛の発症メカ

ニズムを解析した。まず、潰瘍性大腸炎動物モデルの腸管組織で発現上昇が認められるサイトカイン

や過酸化物質など炎症関連分子を同定し、それに対する漢方薬の効果を確認した。次に、炎症組織

http://www.jsphcg.or.jp/jsp_ronbunsho_recipient.html
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から放出する過酸化物質（H2O2 など）に着目し、腸管粘膜層～筋層に分布する知覚神経に発現する

TRPA1 チャネルを刺激し、痛みを発生させる新しい機序を解明した。これらの研究成果をまとめた論

文を J Gastroenterol Hepatol.(*42)などで発表した。 

 

・内臓痛の発症における腸管運動の関与 

腸管運動と腹痛の発生の関係を腸管内圧の測定と腹筋筋電図の記録で調べ、腸管運動が活発にな

ればなるほど腹痛の程度が増強する所見を観察した。TRPA1 は腸管神経叢のみならず、粘膜上皮

層の EC細胞と固有層の線維芽細胞に発現することを突き止め、大腸固有層線維芽細胞に発現する

TRPA1 の活性化によって PGE2 が放出し、腸管運動が増強される新知見を発見した。その形態学的

裏付けは、TRPA1 を発現する mesenchymal cells は、ｃｙｃlooxygenase(COX)1 及び prostaglandin E 

synthase-1 と共存することの証明であった。また、TRPA1のノックアウトマウスを入手し、IBDに伴う内

臓運動における線維芽細胞発現TRPA1の関与を調べ、炎症時の発現増加と腸管運動の増加を確認

した。また、Ex vivo パッチクランプ法を確立し、線維芽細胞における TRPA1 のチャネル機能を細胞レ

ベルで確認している。これらの成果は、上部消化管と異なり大腸などの下部消化管では、固有層の線

維芽細胞などmesenchymal cells におけるTRPA1チャネルの活性化が、PGE2遊離を促し、その結果

大腸直腸運動の亢進に繋がる、という新しい生理学的所見、さらに炎症状態においてはその役割が

亢進するという病的意義を解明して、JCI Insight に採択された(*136)。 

 

・IBD に伴う内臓痛の脳内イメージング解析 

TNBSによるIBDモデルを作成し、理化学研究所（神戸）で確立した小動物脳機能画像解析法（PETイ

メージング）を利用し、内臓痛における脳内の疼痛伝達・認知回路を明らかにした。その結果、自発性

疼痛に応答して帯状回皮質・中隔・側坐核の神経活動が上昇し、巨大細胞網様体核の神経活動が抑

制されることを明らかにした。その一方、IBD モデルラットの直腸内への機械性侵害刺激によって、内

側中隔核・視床下部弓状核・大縫線核などの神経活動が上昇し、一次体性感覚皮質の神経活動が

抑制された。これらの結果は IBD において異なる脳内領域が自発性疼痛と誘発性疼痛に関連するこ

とを初めて示唆した。現在研究データをまとめ、年度内に投稿する予定である。 

 

・ ・脊髄損傷後難治性疼痛のメカニズムに関する研究 

 整形外科では脊髄損傷後難治性疼痛モデルを主とした神経障害性疼痛モデルでの Ca チャネルα2

δ1 サブユニットの変化、リガンドの効果のメカニズムに関する研究を遂行している。脊髄損傷部のより

下部の非損傷部で免疫組織化学法による検討で、α2δ1 サブユニット発現増加が確認された。この変

化は主に脊髄後角Ⅰ-Ⅱ層で観察されたが、これは一次感覚ニュ−ロン由来ではなく、脊髄ニュ−ロン

の発現変化による可能性が高いと考えられた。その確認のため、脊髄における mRNA 発現を調べる

と、脊髄ニュ−ロンにおけるシグナル増強が脊髄損傷後1週目から4週目まで観察された。また、同チ

ャネルのリガンドであるプレガバリン投与すると、脊髄後角におけるα2δ1 サブユニット発現増加が有

意に抑制され、同時に疼痛行動も抑制されることが動物モデルにより証明された。これらの結果は、

脊髄損傷後の疼痛メカニズムとして脊髄ニュ−ロンにおけるα2δ1 サブユニット発現が重要であること、

さらにα2δ1 の変化を修飾することで脊髄損傷後疼痛という難治性疼痛を軽減できる可能性を示唆し

た貴重な論文として、国際一流紙である Spine J (2018)(*110)に発表した。 

 

・ 慢性腰痛患者と BDNF 遺伝子、TRPA1 遺伝子に関する研究 

 ヒトを用いた麻酔科での研究により、慢性腰痛症患者の末梢血細胞における BDNF 遺伝子の

DNAメチル化増加は、血清BDNF濃度の低下と関連していた(*77)。また腰痛の痛み症状の多様性の
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増加は、血清BDNF濃度の低下とBDNF mRNA発現の低下に関係があり、これらは自然免疫の抗炎

症反応（免疫寛容）の指標である transforming growth factor(TGF)βの mRNA発現の増加と相関が認

められた。慢性疼痛で炎症誘発反応が継続している状態では、血中BDNF濃度の低下は痛みの低下

と関連し、逆に炎症反応が終息した状態では痛みの増加と関連する可能性が示唆された。慢性腰痛

患者の末梢血細胞における TRPA1 の DNA メチル化の増加と mRNA 発現の減少は、腰痛の痛み症

状の多様性の増加と関係していた(*76)。また末梢血 TRPA1 遺伝子の DNA メチル化は、鬱症状や不

安症状とも関係していた。末梢血 BDNF や TRPA1 のエピジェネティクスは、慢性腰痛における神経障

害性疼痛のバイオマーカーとなる可能性があり、慢性腰痛の創薬開発に寄与する可能性がある。た

だし、末梢血エピジェネティクスと神経系におけるエピジェネティクスの関連の詳細は、未だほとんど

解明されておらず、今後の課題である。 

 

・ 非心臓性胸痛および機能性消化管障害の痛みを含めた症状発現のメカニズム 

上記疼痛症状に PGE2 及び ATP といったメディエータが関わっていることを明らかにしている。 

１． 1. 胃食道逆流症における逆流症状の発現に関わる因子の同定とその制御 

ラット逆流性食道炎モデルにおいて，後根神経節におけるサブスタンス P，CGRP の発現増加がみら

れ，六君子湯がその発現を制御することを明らかとした．(*2) 

２． 2. 食道症状発現におけるプロスタグランジン E2（PGE2）および EP1 の関与 

酸によって発生する食道症状に，痛みのメディエータの一つである PGE2 が関与することを明らかと

し，非ステロイド抗炎症薬および PGE2の受容体である EP1 の拮抗薬によっても抑制させることを明ら

かとした．(*21, 53, 83, 84)   

３． 3. 食道症状発現における上皮由来アデノシン三リン酸（ATP）の関与 

胃食道逆流症における症状発現に上皮由来因子が影響を与えており，弱酸によって食道上皮細胞

層から痛みのメディエータである ATP が放出され，この放出は，TRPV1 および ASIC3 を阻害すること

で抑制されることを明らかとした．さらに PAR2 の活性化により弱酸による ATP 放出が増強されること

を明らかとした．(*24) また，ATP は，P2Y2 の活性化を介して食道粘膜上皮からの IL-8 放出を増強

することを明らかとした. (*54） 

４． 4. 食道上皮由来 IL-33 の胃食道逆流症における役割 

上皮由来のサイトカインである IL-33が食道上皮層基底層の細胞核内に発現した．また IL-33は炎症

性サイトカインである IL-8 および IL-6 の放出の増強にかかわることを明らかとし，炎症の増悪にかか

わっていることを明らかとした．これらの結果より IL-33 がびらん性胃食道逆流症および非びらん性胃

食道逆流症の炎症および食道症状発現に関与していることを明らかとした．(*20, 50) また食道粘膜

のバリア機能制御には，顆粒層が重要であることを明らかとした．(*104） 

5. 食道上皮が炎症性サイトカイン産生を介して胃食道逆流症の病態に関与 

IFNが食道上皮層基底層の核内に IL-33 発現を増強させ，IFNによる上皮由来炎症性サイトカイン

（IL-8, IL-6）の放出にかかわることを明らかとした．(*20, 50）  

6．腹痛および腹部不快感を伴う過敏性腸症候群における消化管微細炎症と粘膜バリア機能障害 

過敏性腸症候群患者の回腸粘膜において粘膜バリア機能の低下かかわるタイト結合蛋白

（claudin-2）の発現が増加することを明らかとした．(*79） 

7. 機能性ディスペプシア症状発現における胃適応性弛緩反応障害と十二指腸微細炎症の関与 

機能性ディスペプシアの上腹部症状発現に関わる胃適応性弛緩反応障害を評価できる小動物モデ

ルを独自に開発し，5-HT1 と 5-HT2 受容体の作動薬，六君子湯およびアコチアミドが胃適応性弛緩

反応障害を改善することを明らかとした．*（雑誌論文 2, 47, 82） 器質的疾患を認めないにもかかわら

ず上腹部症状を認める機能性ディスペプシアにおいて十二指腸の微細炎症を認めることを明らかとし
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た (*129, 131） 

8. 好酸球性食道炎の病態にかかわる食道粘膜バリア機能変化 

食道扁平上皮粘膜層内に好酸球浸潤を来たして食道症状発現を伴う好酸球性食道炎では，食道粘

膜バリア機能が破綻し，その制御に Filaggrin およびタイト結合蛋白（claudin-1, claudin-4）が関与して

いることを明らかとした．またこの破壊には IL-13 がかかわっていることを明らかとした．(*79) 

9. ストレスホルモン（CRH）負荷にともなう電気刺激に対する食道知覚閾値の検討 

健常人および NERD 患者に，ストレスホルモンである corticotropin releasing hormone (CRH)投与下で

の電気刺激に対する食道知覚閾値の変化を検討したところ、CRH 投与が健常人、NERD 患者におい

て有意に食道知覚閾値を低下させることが判明した. (*20）  

10. 我が国における非心臓性胸痛（NCCP）の実態調査とその病態の解明 

我が国において，非心臓性胸痛（Non Cardiac Chest Pain; NCCP）に関する実態や病態についての報

告はほとんどない．今回，一万人を対象とした大規模疫学調査を，インターネットを利用して行い，我

が国の NCCP の有病率と，その程度，頻度，胸痛に対する精査の状況，生活の質（QOL）などの病態

疫学的な詳細に関し，独自に開発した質問表を用いて調査し，その実態を明らかにした。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

難治性疼痛・感覚異常の分子メカニズム解明プロジェクトの一つであるNeuropathic painのメカニズム

として脊髄内血管内皮細胞における PGI2 発現誘導の研究が特に注目すべきである。末梢神経障害

を受けた神経の終末が分布する脊髄において、局所的に血管透過性が変化しさらに PGI2 が合成さ

れることは極めて興味深い。全身の血管内に存在する種々のサイトカインやプロテアーゼが神経実

質に影響を与える可能性、そして PGI2 の受容体が脊髄ニュ−ロンに存在することより神経活動性・興

奮性に影響するメカニズムを解明したことになる。それ以外には、昨年ＧＬＩＡに発表したマイクログリ

アに神経障害後発現するＩＬ−４受容体とＩＬ−４投与の効果の論文である。これまで脊髄マイクログリア

の役割は神経障害性疼痛の発症や持続に働くというメカニズムが我々の教室も含めて多数報告され

てきている。今回の論文は、抑制性の効果もあると点を発見したわけで新規性のあるものであると言

える。実際のリガンドであるＩＬ−４が脊髄で増加しておらず、ソースがまだ不明であるものの血液脳脊

髄関門の透過性変化などにより説明できる可能性があり、今後の臨床応用の可能性も含めて興味深

い発見であった。これらの発表は、国際学会、国内学会等での発表では大きな反響を得ているが、さ

らに今回国際一流雑誌に発表できており、さらに大手薬剤メーカーから大いに興味を持たれている点

などからも本成果の重要性がわかる。 

臨床病態における疼痛モデルを用いて病態の解明の中では、昨年Ｄｉａｂｅｔｕｓに発表した一次知覚ニ

ュ−ロンにおける AMPK による TRPA1 の抑制性調節機構に関する論文が極めて重要である。これは

有痛性糖尿病性ニューロパチーのメカニズムとして全く新しい知見を見つけたのみならず、現在存在

する薬剤の鎮痛作用を解明するとして大きな注目を集めている。痛みセンサーＴＲＰＡ１に関する新知

見を今後とも追求して行く予定である。他に内科学教室が中心に進めている内蔵痛や上部消化管の

機能的異常のメカニズムの成果は、多数の論文として発表しておりそれぞれの分野で高く評価されて

いる。内蔵痛や感覚異常は臨床的な重要性は極めて高いにも関わらず、研究者が少なく発表論文も

多くはないものの、苦しむ患者数は極めて多く、より研究を継続することで新規性のある成果、そして

創薬につながる発展を期待したい。 

 

＜課題となった点＞ 

疼痛研究は従来より、８０％以上の論文が電気生理学的もしくは行動学を含んだ薬理学的手法で研

究されてきた。本プロジェクトのベースは分子メカニズムを解明するという分子形態学的手法を中心に
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据えている点で、独自性が極めて高いと国際的にも認知されている。大きな問題点は従来の生理学

的手法のデータからの仮説と分子形態学的手法からの仮説にギャップが存在することである。本グル

ープは、同じ研究者もしくは一つのグループ内に両方の方法論を駆使できる状況があり、常に両者か

らのデータを持ち寄り議論を重ね、実験手法を改善することでこうしたギャップを埋め説得性の高いデ

ータ、仮説を構築できると考えてきた。この 5 年間である程度この課題は克服できたのではないか、と

考えている。また、極めて重要な問題であり解決の難しいポイントは、基礎的研究成果と臨床的な問

題解決への道に、極めて大きなＧＡＰがることがある。これは、ペインリサーチにおいては特にけんち

ょであり、時間的ＧＡＰや技術的ＧＡＰも含まれている。20年にわたる新しい基礎的発見や仮説の証明

にも関わらず、それをベースにした新しい新薬や治療方法が開発されがたい、という問題である。これ

は、痛みという感覚系の病態であり、また脳や精神的影響を受けやすいため、臨床における新薬等

の客観的評価が難しく、有意差を得ることが難しいという事実が存在する。しかしながら、患者が実際

苦しむのは、圧倒的に苦痛であり痛みであるため、本グループでは、この問題を克服するために 1 グ

ループに基礎と臨床の研究者が集い、お互いの問題認識を統一する方向でお互いのデータの補完

性を高めるように努力している。そうすることで、より完成度の高い研究成果を今後とも生み出せると

信じている。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

研究内容に関する自己評価に関しては、定期的な学内及びグループ内ミーティングで、同僚評価を行

っている。さらに研究代表者が本プロジェクトの成果をまとめて、兵庫医科大学業績集に掲載してい

る。本プロジェクトに関しては、上記に示した一流英文雑誌への掲載、国内・国外からの評価の高まり

などから判断して、充分な費用対効果が得られたと思われる。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

本プロジェクト審査の際に、外部評価を受けた。本プロジェクトにおいては、研究の適切な使用、配分

に関して、学内の厳格なルールにのっとり運用しており、また兵庫医科大学の極めて厳正な内部監査

室の審査も受けて、適切に運用されている。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

難治性疼痛の分子メカニズム研究に関しては、今後とも新しい分子、仮説の発見、構築に向けて研究

を推進していく予定である。体勢は整っており、研究も確保出来る見通しもついているので、精力的に

基礎研究を継続して行く予定である。臨床病態におけるモデルを用いた研究プロジェクトでは、整形

外科や消化器内科、麻酔科とは、今後とも共同研究を継続して行く予定であり、本プロジェクトの方向

性を堅持できると考えている。実際、数プロジェクトが現時点で進行中であり成果が期待できる。今後

は新しい病態モデルの開発にも力をそそぐ予定である。ヒトを用いた研究も臨床教室で進みつつある

が、基礎的データ・仮説との橋渡し的な研究はなかなか困難な状態が存在する。これは痛みが主観

的感覚であり、痛みを客観的に定量化できるマーカーが存在しないことによる。その目的でグループ

内の若いＤｒを、ヒトを用いた基礎的研究の世界のトップのラボ（デンマーク）に派遣する予定である。

彼の帰国後は、こうしたヒトを用いた研究にも積極的に取り組んで、日本の疼痛研究の中心的な役割

を果たして行きたい。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

副次的効果としては、本グループの疼痛研究における活発な研究成果、国内外での学会での活動が

求められて、代表者の野口は日本疼痛学会の理事長を拝命し、日本の疼痛研究・診療の舵取り役を
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任されている。2016年9月には国際疼痛学会(IASP)横浜大会が開催されたが、野口は本学会の日本

側組織委員長として大会の成功に尽力し、海外より 3000 名以上の疼痛研究者・臨床家が集まり、活

発な議論や発表が行われた。また、共同研究者の三輪は、2019年の日本消化器病学会長を拝命し、

消化器病研究においても、本学が日本において重要な位置を占めていることが明らかとなった。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） ペインリサーチ    （２） 難治性疼痛     （３） 神経障害性疼痛    

（４） 内臓痛        （５） 脊髄後角ニュ−ロン   （６） 血管内皮細胞    

（７） グリア細胞      （８） 神経可塑性    

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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AMPK-regulated neuronal TRPA1 plasma membrane expression in painful diabetic neuropathy. 47th 

annual meeting of neuroscience 2017, Washington D.C., 2017. 11. 12 

47. Yang Y., Wang S., Kobayashi K,. Kogure Y., Yamanaka H., Yamamoto S., Noguchi K., Dai Y. TRPA1 

regulates colonic motility through prostaglandin release from colon fibroblasts in rats. 44th 

annual meeting of neuroscience 2017, Washington D.C., 2017. 11. 12 

48. Okubo M, Yamanaka H, Kobayashi K, Noguchi K. Expression of metabotropic glutamate receptors 

in the rat spinal cord. The 47th Annual Meeting of the Society for Neuroscience (Neuroscience 

2017) 2017.11.15 Washington 

49. Tonomura S, Tanaka M, Noguchi K, Arata A. The lateral parabrachial neurons contribute to 

pain-respiratory coordination in pons-medulla-spinal cord preparation. The 47th Annual 

Meeting of the Society for Neuroscience (Neuroscience 2017) 2017.11.14 Washington 

50. Yang Y, Wang S, Kobayashi K, Kogure Y, Yamanaka H, Yamamoto S, Noguchi K, Dai Y.TRPA1 regulates 

colonic motility through prostaglandin release from colon fibroblasts in rats. The 47th Annual 

Meeting of the Society for Neuroscience (Neuroscience 2017) 2017.11.12 Washington 

51. Kotaro Tatebayashi, Toshinori Takagi, Akiko Nakano-Doi,  Rika Sakuma, Yasue Tanaka, Saeko 

Kamachi, Manabu Shirakawa, Kazutaka Uchida, Hiroto Kageyama, Takayuki Nakagomi, Tomohiro 

Matsuyama, Shinichi Yoshimura.  Ischemia-induced multipotent stem cells in human cerebral 

infarction.  International Stroke Conference 2018  Los Angeles, USA 2018.1.24 

52. Tachibana Toshiya, Kusuyama Kazuki, Kishima Kazuya, Yoshiya Shinichi. Anterior discectomy 
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and fusion for cervical myelopathy due to cervical disc herniation with developmental cervical 

spinal canal stenosis. 34th Annual Meeting of the Cervical Spine Research Society – European 

Section (CSRS-ES 2017) 2018.5 Lisboa 

53. Oshima T, Arai E, Horikawa T, Taki M, Kondo T, Tomita T, Fukui H, Watari J, Miwa H. Double-blind, 

randomized trial of effects of vonoprazan and lansoprazole for the first seven days on relief 

of gastroesophageal reflux disease symtopms. (Lecture) Digestive Disease Week(Digestive 

Disease Week 2018. 2018.6.3. Washington,D.C., USA) 

54. Sakuma Rika, Takahashi Ai, Nakano-Doi Akiko, Sawada Rikako , Kamachi Saeko, Beppu Mikiya, 

Takagi Toshinori, Yoshimura Shinichi, Matsuyama Tomohiro, Nakagomi Takayuki.   Brain 

pericytes following cerebral infarction have more neuronal differentiation potential than 

bone marrow-derived mesenchymal stem cells.  International Society for Stem Cell Research 

(ISSCR) 2018  Melubourne, Australia 2018.6.20 

55. Takagi Toshinori, Beppu Mikiya, Tatebayashi Kotaro, Kuramoto Yoji, Nakano-Doi Akiko, Sakuma 

Rika, Nakagomi Takayuki, Matsuyama Tomohiro, Yoshimura Shinichi.  Basic characteristics of 

injury-induced multipotent stem cells in human brains and future prospects.  International 

Society for Stem Cell Research (ISSCR) 2018  Melubourne, Australia 2018.6.22 

56. Kondo T, Horikawa T, Tamura A, Tozawa K, Tomita T, Oshima T, Fukui H, Watari J, Miwa H. The 

Prevalence of Non – Cardiac Chest Pain (NCCP) in Japan. (Poster Presentation) 3rd Meeting of 

the Federation of Neurogastroenterology and Motiity and Postgraduate Course on 

Gastrointestinal Motility (FNM2018). (2018.8.30 Amsterdam, The Netherlands) 

57. Takagi Toshinori, Tatebayashi Kotaro, Beppu Mikiya, Kuramoto Yoji, Nakano Doi Akiko, Sakuma 

Rika, Nakagomi Takayuki, Matsuyama Tomohiro, Yoshimura Shinichi.: Injury-induced multipotent 

stem cells; characteristics and future perspective for stroke patients.(General Lecture) 5th 

TERMIS World Congress 2018 2018.9 Kyoto, Japan 

58. Yamanaka H, Kobayashi K, Okubo M, Noguchi K. Effect of peripheral nerve injury on the Axo-axonic 

contacts between injured C-fiber and spinal neuron.  17th World Congerss on Pain 2018.9.14 

Boston 

59. Kobayashi K, Yamanaka H, Okubo M, Noguchi K. Cellullar distribution of brain derived 

neurotrophic factor in spinal dorsal horn of neuropathic pain model rats. 17th World Congerss 

on Pain 2018.9.14 Boston 

60. Tachibana T. Degenerative spinal deformity biomechanical assessment and surgical treatment. 

(Tipical Workshop) 17th World Congress on Pain 2018.9 Boston. 

61. Takenaka S, Sukenaga N, Tsuji A, Hirose M. Relationship Between Perioperative Pain and DNA 

Methylation of TRPA1 Gene in Patients Undergoing Thoracotomy. Annual Meeting of American 

Society of Anesthesiologists, San Francisco, U.S.A., 2018.10.14. 

62. Yagi Hideshi, Kuwahara-Otani Sachi, Minato Yusuke, Maeda Seishi, Okamura Haruki. Expression 

of IL-18 in gonadotropin-releasing hormone neurons was observed in the hypothalamus.(General 

Lecture) Neuroscience 2018 2018.11 San Diego 

63. Beppu Mikiya, Nakagomi Takayuki, Takagi Toshinori, Nakano-Doi Akiko, Sakuma Rika, Kuramoto 

Yoji, Tatebayashi Kotaro, Matsuyama Tomohiro, Yoshimura Shinichi   Potential of 

cerebellum-derived stem cells in human brain to regenerate functional neurons following 

ischemic stroke.  International Stroke Conference 2019  Honolulu 2019.2.6 

 

国内学会発表 

64. 橘 俊哉, 森山 徳秀, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 吉矢 晋一.頸椎症性筋萎縮症における

頸椎症性変化の CT による検討 頸椎症性脊髄症との比較.(一般) 第 43 回日本脊椎脊髄病学会 

2014.4 京都 

65. 橘 俊哉, 宮脇 淳志, 森山 徳秀, 圓尾 圭史, 井上 真一, 吉矢 晋一.胸腰椎損傷におけるTLICSの

妥当性.(一般) 第 122 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2014.4 岡山 

66. 櫻井 淳，山崎尊久，瀧本真弓，池尾光一，田村彰朗，原 謙，滝 正登，南堂吉紀，浅野晴紀，

豊島史彦，池原久朝，富田寿彦，大島忠之，福井広一，中村志郎，渡 二郎，三輪洋人．食道電気

刺激法を用いた食道知覚の部位別評価．第100回日本消化器病学会総会（一般演題 口演O-065）

（2014.4.24. 東京国際フォーラム，東京） 

67. 上村麻衣子、猪原匡史、中込隆之、松山知弘、木下彩栄、高橋良輔. BMP-4 expression by immature 

pericytes correlates with white matter damage. 第55回日本神経学会学術大会、福岡市、福岡、
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2014.5.21 

68. 廣瀬宗孝．シンポジウム「悪性腫瘍増殖抑制作用を併せ持つ新しいがん性痛治療薬となりうるTrkA

受容体拮抗薬の開発」。日本麻酔科学会第61回学術集会、横浜、2014.5.15 

69. 野口光一. 神経障害性疼痛の最近の知見を考察する（ランチョンセミナー）第３６回日本疼痛学会 

2014.6.20 大阪 

70. 小林希実子, 神田浩里, 山中博樹, 野口光一. 末梢神経損傷により誘導される脊髄Cox2/PGIS

発言へのTNF alpha の関与 第３６回日本疼痛学会 2014.6.20 大阪 

71. 野口光一. 痛みの分子メカニズム研究と創薬について 第４８回日本ペインクリニック学会 

2014.7.26 東京 京王プラザホテル 

72. 橘 俊哉,山中 一浩, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.頚部脊柱管拡大

術に固定術を併用した場合はC5麻痺が増加する.(一般) 第23回日本脊椎インストゥルメンテーシ

ョン学会 2014.8 浜松 

73. 楠山一樹, 橘 俊哉, 山中博樹, 吉矢晋一, 野口光一.脊髄損傷モデルにおけるカルシウムチ

ャネルα2δ－1サブユニットの発現 第37回日本神経科学大会 2014.9.11 横浜 

74. 小林希実子, 神田浩里, 山中博樹, 八木秀司, 大久保正道, 野口光一. 末梢神経損傷後にお

けるグリア由来TNF alphaは脊髄血管内皮細胞のCOX-2とPGISを発現誘導する. 第37回日本神経科

学大会 2014.9.12 横浜 

75. 八木秀司, 佐藤 真, 野口光一. FILIPとシャペロン分子によるシナプス形態調節. 第37回日本神

経科学大会 2014.9.13 横浜 

76. 川村 美貴,河原 麻衣子,佐久間 理香,八木 秀司,前田 光代,中込 隆之,北川 一夫,望月 秀樹,松山 

知弘,胎仔大脳血管由来幹細胞の神経系分化と特性, 2014 Neuroscience, 2014.9.12,横浜 

77. 佐久間 理香,中込 隆之,河原 麻衣子,笠原 由紀子,田口 明彦,田村 泰久, 片岡 洋佑,松山 知弘, 

脳虚血障害後ＮＧ-2陽性ペリサイトは中枢神経系における全ての構成成分に分化する, 2014 

Neuro Science, 2014.9.12,横浜 

78. 河原 麻衣子,川村 美貴,中込 隆之,佐久間 理香,八木 秀司,松山 知弘, 傷害誘導性幹細胞からの

ミクログリア誘導, 2014 Neuro Science, 2014.9.12,横浜 

79. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.腹側発生髄膜腫に対する摘

出アプローチの考察.(一般) 第 21 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会 2014.9 宮崎 

80. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.硬膜損傷と硬膜欠損部に対

する PGA シートの効果.(一般) 第 21 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会 2014.9 宮崎 

81. 廣瀬宗孝．慢性術後痛の予防法とその展望．兵庫県麻酔ペインクリニック医会、神戸、2014.9.27 

82. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.Rotatory Olisthesis の 1

例.(一般) 第 48 回日本側彎症学会 2014.10 盛岡 

83. 橘 俊哉, 宮脇 淳志, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 吉矢 晋一.当院における軸椎骨折の動

向と手術治療.(一般) 第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2014.10 名古屋 

84. 大島忠之，単 晶，三輪洋人．機能性ディスペプシアにおける十二指腸粘膜防御機構障害．第88回

日本消化器内視鏡学会総会（JDDW 2014）（ワークショップ内W4-7）（2014.10.24. 神戸国際展示

場，神戸）主題名：胃／十二指腸粘膜防御とその破綻-revisited 

85. 近藤 隆，大島忠之，山崎尊久，河野友彰，豊島史彦，戸澤勝之，池原久朝，應田義雄，富田寿彦，

福井広一，渡 二郎，三輪洋人．NSAIDの食道粘膜内PGE2と胸やけ症状への効果．第42回日本潰瘍

学会（シンポジウムII S2-2）（2014.10.31. 慶應義塾大学 芝共キャンパス，東京）主題名：臨

床現場が求める薬と企業が開発する薬の融合 

86. 伍 丽萍，大島忠之，単 晶，清 裕生，小川智広，河野友彰，豊島史彦，戸澤勝之胃，池原久朝，

應田義雄，富田寿彦，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．PAR-2によるTRPV1の活性化は酸刺激による

食道上皮からのATP放出を増強する．第16回日本神経消化器病学会（一般演題3 基礎（2）O3-2）

（2014.11.6. 学術総合センター，東京） 

87. 池尾光一，大島忠之，清 裕生，伍 丽萍，小川智広，河野友彰，豊島史彦，戸澤勝之，池原久朝，

應田義雄，富田寿彦，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．アコチアミドは胃適応性弛緩反応を誘導す

る．第16回日本神経消化器病学会（一般演題3 基礎（2）O3-3）（2014.11.6. 学術総合センター，

東京） 

88. 松山知弘、中込隆之. 脳ペリサイトをめぐる脳保護と再生.シンポジウム11（神経再生と脳保護療法）

第26回日本脳循環代謝学会総会、岡山市、岡山、2014.11.22 

89. 中込隆之、土居亜紀子、佐久間里香、河原麻衣子、成田彩、田中康恵、3田片将士、柴田啓貴、中田
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雅代、川村美貴、松山知弘. 脳梗塞後のBBB再構築能を持つ多能性幹細胞としての脳血管ペリサイ

ト．第26回日本脳循環代謝学会総会 2014.11. 岡山 

90. 柴田 啓貴,中込 隆之,土居 亜紀子,河原 麻衣子,中田 雅代, 萬代 研二, 松山 知弘. 大

脳皮質梗塞後には胎生期の機能神経が再生される, 第26回脳循環代謝学会総会,2014.11.21, 岡山 

91. 廣瀬宗孝．周術期の痛み評価．バイタルサインセミナー、京都、2014.12.6 

92. 野口光一. TRPA1/V1チャネルの調節機構. 第１２０回日本解剖学会総会・全国学術集会 

2015.3.21 神戸 

93. Matsuyama T, Nakagomi T, Doi A, Kawahara A, Samuma R. A role of immune cells on on brain repair. 

Symposium 47-5, New stream in researches knitted with neurophysiology and stem cell 

histology. The 120th Annual Meeting of the Japanese Association of Anatomists and The 92th 

Annual Meeting of the Physiological Society of Japan, 2015, 3.21-23 (Kobe) 

94. Yamazaki Hiromitsu, Kawahara Maiko, Sakuma Rika, Doi Akiko, Nakagomi Takayuki, Kanno Takeshi, 

Matsuyama Tomohiro, Nishizaki tomoyuki. Neuroregenerative effects of conditioned medium of 

adipose derived stem cell(ADSC-CM) on cerebral infarction in Mice, 第120回日本解剖学会、

第92回日本生理学会大会. 2015.3.21,神戸 

95. Yamanishi Kyosuke, Hayakawa Tetsu, Kuwahara-Otani Sachi, Okamura Haruki, Matsuyama Tomohiro, 

Matsunaga Hisato, Interleukin-18 knock out mouse induced degeneration of mitochondria in 

the dentate gyrus of the hippocampus, the 120th Annual Meeting of The Japanese Association 

of Anatomists./ the 92nd Annual Meeting of The Physiological Society of Japan. 2015.3.21, 

神戸 

96. 松山 知弘, 中込 隆之、土居 亜紀子, 河原 麻衣子, 佐久間 理香 免疫監視される幹細胞 

第120回日本解剖学会・第92回日本生理学会合同大会 神戸 2015.3.22 

97. 山崎 博充, 河原 麻衣子, 佐久間 理香, 中野 亜紀子,中込 隆之,西崎 知之,松山 知弘. 

脳梗塞モデルマウスにおける脂肪組織由来間葉系幹細胞培養上清(ADSC-CM) による神経再生効果

の検討,第40回日本脳卒中学会総会STROKE2015, 2015.3.26, 広島 

98. 吉川陽文、上出智也、橋田耕治、室田美佳、森 和俊、高橋良輔、松山知弘、林 裕、北尾康子、

堀 修.ATF6αの欠失はマウス脳虚血においてアストログリア活性を減じ神経細胞死を増大させ

る．第40回日本脳卒中学会 2015.3. 広島 

99. 大島忠之，池尾光一，三輪洋人．機能性ディスペプシアにおける胃適応性弛緩反応とアコチアミド

の作用．第101回日本消化器病学会総会（ワークショップW2-8）（2015.4.23. 仙台国際センター，

宮城）主題名：機能性ディスペプシア診療の現状と将来 

100. 近藤 隆，大島忠之，山崎尊久，河野友彰，豊島史彦，戸澤勝之，池原久朝，大台，富田寿彦，福

井広一，渡 二郎，三輪洋人．胸やけ症状発現メカニズムにおけるプロスタグランジンE2の関与．

第101回日本消化器病学会総会（O-259）（2015.4.23. 仙台国際センター，宮城） 

101. 松山知弘,  中込隆之. 脳梗塞後の内在性神経幹細胞の動態． 教育講演「脳梗塞病態の解明と

Translational Research」 第56回日本神経学会学術大会, 2015.05.21, 新潟 

102. 王 勝蘭, 山本 悟史, 野口 光一, 戴 毅.  エボジアミンはTRPV1チャネルのパーシャルアゴニ

ストである. 第37回日本疼痛学会 2015.7.4 熊本 

103. 小暮 洋子, 王 勝蘭, 山本 悟史, 戴 毅, 野口 光一. TNBS 誘発性大腸炎モデルラットの内臓痛

発症メカニズムにおける過酸化水素とTRPA1の役割 第37回日本疼痛学会 2015.7.4 熊本 

104. 神田 浩里, 小林 希実子, 山中 博樹, 大久保 正道, 野口 光一. 末梢神経損傷後の脊髄における

PGE2合成酵素とEP受容体の発現変化 第37回日本疼痛学会 2015.7.4 熊本 

105. 廣瀬宗孝、助永憲比古、棚田大輔、恒遠剛示、中野 範、宮脇弘樹、佐藤和美、乾 貴絵、池田慈

子．慢性痛患者の末梢血細胞における神経栄養因子とその受容体の遺伝子発現およびDNAメチル化

の検討．日本ペインクリニック学会第49回大会、大阪、2015.7.28 

106. Nakagomi T, Doi A, Sakuma R, Narita A, Tanaka Y, Nakata M, Kubo S, Matsuyama T. Brain pericytes 

following ischemia acquire neural phenotypes in a mesenchymal-epithelial transition like 

manner. The 38th annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, 2015.7.30, Kobe 

107. 藤谷昌司, 張素香, 金光慶髙, 山下俊英. Candidate gene determination of 16p13.11 

microduplication syndrome 第38回日本神経科学大会 2015.7.28神戸 

108. 野口 光一.痛みの分子メカニズムとIASP. 日本ペインクリニック学会第４９回大会イブニングセ

ミナー 2015.7.24 大阪 

109. 野口 光一. 神経障害性疼痛の分子メカニズム.（特別講演）第４４回脊椎外科を学ぶ会 

2015.9.12 大阪 
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110. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.腰椎固定術後早期に死亡し

た 1 剖検例.(一般) 第 48 回脊椎外科同好会 2015.8 千葉 

111. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 横山 和典, 吉矢 晋一.外側塊スクリ

ューの使い方.(一般) 第 22 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会 2015.9 東京 

112. 野口 光一. 神経障害性疼痛の分子メカニズム. (教育共催セミナー)第68回日本自律神経学会総

会 2015.10.29 名古屋 

113. 清 裕生，大島忠之，L. Wu，山崎尊久，近藤 隆，河野友彰，豊島史彦，戸澤勝之，池原久朝，

富田寿彦，應田義雄，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．非びらん性食道胃逆流症におけるIL-33の

発現と炎症性サイトカインの産生に関する検討．第57回日本消化器病学会大会（JDDW 2015）（消

P-10）（2015.10.8. グランドプリンス新高輪，東京） 

114. 近藤 隆，山崎尊久，河野友彰，豊島史彦，戸澤勝之，池原久朝，富田寿彦，應田義雄，福井広一，

渡 二郎，J. Pasricha，三輪洋人．過敏性腸症候群モデルマウスにおけるホスホジエステラーゼ

2Aと内臓知覚過敏との関連．第57回日本消化器病学会大会（JDDW 2015）（消P-380）（2015.10.8. 

グランドプリンス新高輪，東京） 

115. 松山知弘, 中田雅代, 百田義弘, 中込隆之. 一過性虚血負荷後のペリサイトからの神経再生. シ

ンポジウム3「神経組織再生による脳卒中の新規治療」 第27回日本脳循環代謝学会総会, 

2015.10.30, 富山 

116. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 楠山 一樹, 横山 和典, 吉矢 晋一.硬膜損傷と硬膜欠損部に対

する PGA シートの効果.(一般) 第 125 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2015.10 名古

屋 

117. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 楠山 一樹, 横山 和典, 吉矢 晋一.脊髄障害性疼痛に対する薬

物治療.(一般) 第 125 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2015.10 名古屋 

118. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 楠山 一樹, 横山 和典, 吉矢 晋一.頸椎後彎症の神経障害発現

形態.(主題) 第125回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2015.10 名古屋 

119. 大島忠之，単 晶，ウ リピン，清 裕生，原 謙，小川智広，山崎尊久，奥川卓也，河野友彰，

近藤 隆，池原久朝，上山茂充，谷口友佳子，富田寿彦，應田義雄，福井広一，渡 二郎，三輪洋

人．食道上皮細胞内のIL-33は胃食道逆流症の増悪に関与する．合同学術集会2015 第17回日本神経

消化器病学会（OP2-1）（2015.11.12. 沖縄科学技術大学院大学，沖縄） 

120. ウ リピン，大島忠之，清 裕生，谷口友佳子，山崎尊久，奥川卓也，河野友彰，近藤 隆，戸澤

勝之，池原久朝，上山茂充，富田寿彦，應田義雄，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．セロトニンは，

食道上皮層バリア機能を変化させる．合同学術集会2015 第17回日本神経消化器病学会（OP2-3）

（2015.11.12. 沖縄科学技術大学院大学，沖縄） 

121. 近藤 隆，清 裕生，山崎尊久，奥川卓也，小林正弥，河野友彰，戸澤勝之，池原久朝，谷口友佳

子，上山茂充，富田寿彦，應田義雄，大島忠之，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．EP1受容体拮抗

薬 -ONO-8539- の胸やけ症状に対する効果検討．合同学術集会2015 第17回日本神経消化器病学会

（OP7-2）（2015.11.12. 沖縄科学技術大学院大学，沖縄） 

122. 清 裕生，大島忠之，ウ リピン，原 謙，小川智広，山崎尊久，奥川卓也，近藤 隆，河野友彰，

戸澤勝之，池原久朝，谷口友佳子，上山茂充，富田寿彦，應田義雄，福井広一，渡 二郎，三輪洋

人．機能性ディスペプシアにおける十二指腸粘膜の炎症細胞浸潤．合同学術集会2015 第17回日本

神経消化器病学会（OP13-1）（2015.11.12. 沖縄科学技術大学院大学，沖縄） 

123. 大島忠之，ウ リピン，清 裕生，近藤 隆，三輪洋人．酸関連・非酸関連上腹部症状発現のメカ

ニズム．合同学術集会2015 第17回日本神経消化器病学会（スポンサードシンポジウム4）

（2015.11.13. 沖縄科学技術大学院大学，沖縄）主題名：改訂GERDガイドラインから考える機能性

消化管障害の複合-酸関連上腹部症状と酸非関連上腹部症状-」 

124. Matsuyama T. Brain Vascular Pericytes Acquire Stemness Following Ishemic Insult and 

Contribute to Neurovasculogenesis in the Central Nervous System as Pluripotent Stem Cells. 

The 9th International Symposium of Academic Exchange between Hyogo College of Medicine and 

Tianjin Medical University. 2015.11.25, Nishinomiya 

125. 廣瀬宗孝．Immobilizationに関する諸問題．獨協医科大学麻酔科講演、宇都宮、2016.2.29 

126. 廣瀬宗孝．Immobilizationに関する諸問題．群馬大学講演、前橋、2016. 3. 4 

127. 大島忠之，清 裕生，三輪洋人．胃食道逆流症における食道上皮細胞内IL-33の役割．第102回日本

消化器病学会総会（ワークショップ4 W4-6）（2016.4.23. 京王プラザホテル，東京）主題名：難

治性GERDの病態から考える治療戦略 

128. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.化膿性脊椎炎に対するチタ

ン製メッシュケージの使用.(一般) 第 126 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2016.4 浜
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129. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.腹側発生髄膜腫に対する摘

出アプローチの考察.(一般) 第 126 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2016.4 浜松 

130. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 井上 真一, 有住 文博, 楠山 一樹, 吉矢 晋一.後頭頸椎固定術における

OC2 角.(一般) 第 126 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2016.4 浜松 

131. 松山知弘，中込隆之．内在性神経幹細胞による脳梗塞の再生医療，シンポジウム．セッションタイ

トル：脳梗塞の創薬と次世代医療．第57回日本神経学会学術大会（神戸）2016. 5.21 

132. 上村 麻衣子, 猪原 匡史,中込 隆之, 眞木 崇州, 梶 誠兒, 植村 健吾, 長束 一行,松山 

知弘, Kalaria Raj, 木下 彩栄, 高橋 良輔. BMP-4 expression by pericytes after ischemia 

aggravates white matter damage. 第57回神経学会学術大会, 2016.5, 神戸 

133. 野口 光一. 痛みメカニズムと国際疼痛学会横浜大会について.（特別講演） 第38回日本疼痛学会 

2016.6.24  札幌 

134. 廣瀬宗孝．慢性腰痛バイオマーカーの探索。第6回運動器疾患の新しい疼痛を考える．和歌山、

2016.6.11 

135. 奥谷 博愛, 小林 希実子, 山中 博樹, 大久保 正道, 廣瀬 宗孝, 野口 光一. 神経障害性疼痛モ

デルラットの脊髄後角におけるIL-4およびIL-4受容体の発現変化. 第38回日本疼痛学会 

2016.6.24  札幌 

136. 橘 俊哉, 宮脇 淳志, 吉矢 晋一.環椎後弓骨折を伴った軸椎歯突起骨折の高齢者 3 例.(一般) 第

42 回日本骨折治療学会 2016.7 東京 

137. 小林 希実子, 神田 浩里, 山中 博樹, 大久保 正道, 野口 光一.末梢神経損傷後のラット脊髄に

おけるPGE2合成酵素とEP受容体の発現変化. 第39回日本神経科学大会 2016.7.22 横浜 

138. 大島忠之，三輪洋人．知覚異常からみたGERDの病態と診断．合同学術集会2016 第18回日本神経消

化器病学会（スポンサードシンポジウム3）（2016.9.9. 北海道大学医学部学友会館フラテ，北海

道）主題名：「GERDの現在←→未来」 

139. 大島忠之，石本明香，富田寿彦，應田義雄，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．下痢型過敏性腸症候

群における炎症細胞浸潤とタイト結合関連分子の発現．合同学術集会2016 第18回日本神経消化器

病学会（一般演題11-2  IBS (2)）（2016.9.10. 北海道大学医学部学友会館フラテ，北海道） 

140. 田中 宏一, 大谷 佐知, 前田 誠司, 湊 雄介, 八木 秀司.壁側腹膜に分布する知覚神経の機

能.(一般) 第39回日本神経科学大会 2016.7 横浜 

141. Rika Sakuma, Maiko Kawahara, Akiko Doi, Ai Takahashi, Yasue Tanaka, Aya Narita, Sachi Otani, 

Tetsu Hayakawa, Hideshi Yagi, Tomohiro Matsuyama, Takayuki Nakagomi.PDGFRβ-expressing 

brain pericytes following ischemia acquire microglia-generating multipotent stem cell 

activity.(General Lecture) The 39th annual Meeting of the Japan Neuroscience Society 2016.7 

Yokohama 

142. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.SSI 後に対麻痺を来した 1

例.(一般) 第 49 回脊椎外科同好会 2016.8 花巻 

143. 大谷 佐知, 湊 雄介, 前田 誠司, 田中 宏一, 早川 徹, 岡村 春樹, 八木 秀司.GnRHニューロン

におけるIL-18関連遺伝子の発現について.(一般) 第59回日本神経化学会大会 2016.9 福岡 

144. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.胸腰椎固定術後にサルベー

ジ手術を要したびまん性特発性骨増殖症患者の検討.(一般) 第 25 回日本脊椎インストゥルメンテ

ーション学会 2016.10 長崎 

145. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.外側塊スクリューと椎弓根

スクリュー併用による頸椎後方固定術.(一般) 第 127 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 

2016.10 松本 

146. 廣瀬宗孝．シンポジウム 日本におけるオピオイド鎮痛薬の乱用と依存の状況 日本臨床麻酔学会

第36回、高知、2016.11.5 

147. 土居亜紀子、中込隆之、佐久間理香、高橋愛、田中康恵、川村美貴、松山知弘. 虚血ペリサイトの

発生学的見地から見た特性の検討. シンポジウム3「再生医療の基礎と臨床UP to DATE」．第59回

日本脳循環代謝学会学術集会 2016. 11 徳島 

148. 高橋 愛, 中込 隆之, 土居 亜紀子, 佐久間 理香, 澤田 里佳子, 松山 知弘. 脳ペリサ

イト由来多能性幹細胞、間葉系幹細胞、脂肪組織由来幹細胞の特性に関する比較検討, 第59回日本

脳循環代謝学会学術集会2016.11徳島 

149. 中田 雅代, 中込 隆之, 前田 光代, 土居 亜紀子, 百田 義弘, 松山 知弘. 神経再生療法

は脳虚血再灌流病態時でも可能か, 第59回日本脳循環代謝学会学術集会2016.11徳島 
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150. 覚道 知樹, 岸本 直隆, 土居 亜紀子, 中込 隆之, 百田 義弘, 松山 知弘. 脱分化脂肪細

胞の神経系分化とマウス脳梗塞モデルへの細胞移植による脳分布, 第59回日本脳循環代謝学会学

術集会2016.11徳島 

151. 湊 雄介, 大谷 佐知, 田中 宏一, 前田 誠司, 八木 秀司.新規PDGFRα転写産物の同定と発現解

析.(一般) 第39回日本分子生物学会年会 2016.12 横浜 

152. 近藤 隆，大島忠之, 戸澤勝之, 富田寿彦, 應田義雄, 福井広一, 渡 二郎, 三輪洋人. 

GERD 症状に対する新規治療ターゲットとしてのプロスタグランジン E2 の可能性. (ワークショッ

プ) 第 13 回日本消化管学会総会学術集会. (2017.2.17 名古屋) 

153. 滝 正登，大島忠之, 瀧本真弓, 中村久美子, 田村彰朗, 原 謙, 小林正弥, 奥川卓也, 

河野友彰, 戸澤勝之, 富田寿彦, 谷口友佳子, 應田義雄, 福井広一, 渡 二郎，三輪洋人. 

機能性ディスペプシアにおける十二指腸微細炎症の検討.第 49 回胃病態機能研究会. (主題演題) 

(2017.2.17 名古屋) 

154. 前田 誠司, 藤平 真弓, 湊 雄介, 田中 宏一, 大谷 佐知, 八木 秀司.ラット腎上神経節の順行性

標識による腎神経終末の観察.(一般) 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017.3 長崎 

155. 田中 宏一, 大谷 佐知, 前田 誠司, 湊 雄介, 藤平 真弓, 八木 秀司.ラット腹膜の知覚神経終末

の微細形態.(一般) 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017.3 長崎 

156. 早川 徹, 秦 正樹, 大谷 佐知, 八木 秀司, 岡村 春樹.マウス脳梁膨大後部皮質におけるIL-18受

容体免疫陽性ニューロンの生後変化.(一般) 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017.3 長

崎 

157. 森下 冴子, 蔡 佳穎, 前田 誠司, 大谷 佐知, 湊 雄介, 八木 秀司.大腿動静脈周囲に存在するパ

チニ小体様構造物の解剖学的解析.(一般) 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017.3 長崎 

158. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.環椎後弓骨折を合併した軸

椎歯突起骨折 3 例の治療経験.(一般) 第 128 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2017.4 

神戸 

159. 大島忠之，滝 正登, 三輪洋人. 機能性消化管疾患における微細炎症とタイト結合関連分子の発

現. (シンポジウム) 第103回日本消化器病学会総会. (2017.4.22 東京) 

160. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.頸椎圧迫性脊髄症急性増悪

の危険因子の検討.(一般) 第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2017.4 札幌 

161. 山中 博樹,小林 希実子,大久保 正道, 野口 光一.神経傷害性疼痛モデル動物の脊髄後角におけ

る損傷 C 線維の形態的可塑性. 第 39 回日本疼痛学会 2017.6.17 神戸 

162. 前田誠司, 藤平真弓, 湊雄介, 大谷佐知, 八木秀司.Innervation of suprarenal ganglion neurons 

to the visceral organs: anterograde and retrograde tracing study in the rat sympathetic 

nerves.(一般) 第40回日本神経科学大会 2017.7 千葉 

163. 湊雄介, 高橋愛, 加藤歩, 大谷佐知, 田中宏一, 前田誠司, 中込隆之, 松山知弘, 八木秀

司.Analysis on the characterization of ischemic pericyte.(一般) 第40回日本神経科学大会 

2017.7 千葉 

164. 橘 俊哉, 宮脇 淳志, 吉矢 晋一.軸椎下頸椎損傷の分類 Allen 分類と新 AO 分類の比較.(一般) 

第 43 回日本骨折治療学会 2017.7 郡山 

165. 澤田 里佳子、佐久間 理香、土居 亜紀子、高橋 愛、蒲地 紗英子、中込 隆之、松山 知弘. Brain 

endogenous multipotent stem cells following ischemia express CD44 and differentiate into 

oligodendrocytes. 第40回神経科学大会、千葉、2017. 7.20  

166. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.頚部脊髄症に対する頚椎除

圧術後に脊柱矢状面バランスが変化した 2 例.(一般) 第 51 回日本側彎症学会学術集会 2017.8 札

幌 

167. 髙木 俊範, 立林 洸太朗, 別府 幹也、蔵本 要二、中込 隆之, 松山 知弘, 吉村 紳一 ヒト

脳梗塞巣における脳傷害誘導性幹細胞の確立 第18回日本分子脳神経外科学会 山梨県甲府市 

2017.08.25 

168. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也.頸椎除圧術後に四肢麻痺が改善しなか

った 1 例.(一般) 第 50 回脊椎外科同好会 2017.8 倉敷 

169. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.化膿性脊椎炎に対するケー

ジを使用した椎体間固定術.(一般) 第 24 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会学術集会 2017.9 新

潟 

170. 三輪洋人. 機能性ディスペプシアの病態・治療の新展開. (講演) 第 11 回日本消化管学会教育集会. 

(2017.9.10 富山) 

171. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.頚胸椎後方固定術の下位固
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定椎(LIV)の検討.(一般) 第 26 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会 2017.10 金沢 

172. 橘 俊哉, 圓尾 圭史, 有住 文博, 楠山 一樹, 木島 和也, 吉矢 晋一.胸椎後縦靱帯骨化症に対す

る後方除圧固定術.(一般) 第 129 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2017.10 富山 

173. 滝 正登，大島忠之，三輪洋人. 機能性ディスペプシアにおける十二指腸微細炎症およびタイト結

合関連蛋白の発現変化に関する検討. (ワークショップ) 第 59 回日本消化器病学会大会

(JDDW2017). (2017.10.12. 福岡) 

174. 近藤 隆，岡田啓希，三輪洋人. 内視鏡陰性 GERD 患者の胸やけ症状とプロスタグランジン E2 との

関連. (ワークショップ) 第 59 回日本消化器病学会大会(JDDW2017). (2017.10.12. 福岡) 

175. 松山 知弘, 中込 隆之. ペリサイトの起源と脳組織再生への関与 第60回日本脳循環代謝学会 

豊中 2017.11.4 

176. 立林 洸太朗, 髙木 俊範， 土居 亜紀子, 佐久間 理香, 田中 康江, 白川 学, 陰山 博人, 

内田 和孝, 蒲池 紗英子, 中込 隆之, 松山 知弘. ヒト脳梗塞組織における多能性幹細胞の

同定 第60回日本脳循環代謝学会 大阪府豊中市 2017.11.3 

177. 澤田 里佳子, 松山 知弘, 中込 隆之, 土居 亜紀子, 佐久間 理香, 蒲池 紗英子, 高橋 愛 脳梗

塞後のCD44の局在と傷害誘導性多能性幹細胞の分化 第60回日本脳循環代謝学会 大阪府豊中市 

2017.11.3 

178. 中込 隆之, 土居 亜紀子, 佐久間 理香, 松山 知弘. 発生期及び梗塞脳におけるVE-cadherinの

発現に関する検討 第60回日本脳循環代謝学会 大阪府豊中市 2017.11.4 

179. 大島忠之，三輪洋人. 好酸球性食道炎における食道粘膜バリア機能の破綻. (シンポジウム) 第 45

回日本潰瘍学会. (2017.11.20. 京都) 

180. 近藤 隆, 岡田啓希，田村彰朗，原 謙，小川智広，河野友彰，戸澤勝之，富田寿彦，應田義雄，

大島忠之，福井広一，渡 二郎，三輪洋人．胃食道逆流症の症状発現メカニズム-プロスタノイド

とEP受容体との関連-. (パネルディスカッション)第14回日本消化管学会.(2018.2.9. 東京) 

181. 松山 知弘, 中込 隆之. Pericyteと脳梗塞治療 第43回日本脳卒中学会学術集会 福岡 

2018.3.17 

182. 宮谷 尚伽, 百田 義弘, 蒲地 紗英子, 土居 亜紀子, 中込 隆之, 松山 知弘. 脳梗塞巣における

LPGDSの発現 第43回日本脳卒中学会学術集会 福岡 2018.3.17 

183. 髙木 俊範, 立林 洸太朗, 別府 幹也, 蔵本 要二, 土居 亜紀子, 佐久間 理香, 中込 隆之, 松山 

知弘, 吉村 紳一. ヒト脳傷害誘導性多能性幹細胞の性状とその特徴 第17回日本再生医療学会

総会 横浜 2018.3.21 

184. 外村 宗達, 塚元 葉子, 野口 光一, 荒田 晶子. 新生ラット前肢付き脳幹-脊髄標本における痛み

呼吸反応に関与する橋結合腕傍核ニューロンの役割. 第 95 回日本生理学会大会 2018.3.28 高松 

185. 前田誠司, 藤平真弓, 堀日和, 湊雄介, 大谷佐知, 八木秀司.ラット虚血/再灌流傷害腎における2 

kidney-1 clipping法の腎神経温存法と従来法との比較.(一般) 第123回日本解剖学会総会・全国学

術集会 2018.3 武蔵野 

186. 早川徹, 李文, 大谷佐知, 八木秀司, 岡村春樹.IL-18 knock outマウスの血管周囲脂肪組織内褐色

脂肪細胞の形態学的変化.(一般) 第123回日本解剖学会総会・全国学術集会 2018.3 武蔵野 

187. 大穂雄太, 大谷佐知, 湊雄介, 前田誠司, 八木秀司.GT1-7細胞におけるサイトカイン受容体の発

現について.(一般) 第123回日本解剖学会総会・全国学術集会 2018.3 武蔵野 

188. 竹中志穂、辻彩乃、橋本和磨、日高秀邦、廣瀬宗孝．周術期の心理状態と術後痛の経時的変化の検

討．日本麻酔科学会第65回年次集会、横浜、2018.5.17 

189. 竹中志穂, 辻彩乃, 助永憲比古, 野口光一, 廣瀬宗孝. 開胸術の周術期における痛みと

TRPA1 遺伝子の DNA メチル化との関係. 第４０回日本疼痛学会 6.16 長崎 

190. 小暮洋子, 王勝蘭, 山本悟史, 野口光一, 戴毅. 炎症性腸疾患モデルラットに伴う内臓痛に

対する大建中湯の効果 第４０回日本疼痛学会 6.16 長崎 

191. 廣瀬宗孝．神経障害性疼痛の基礎と臨床、日本ペインクリニック学会第52回大会、東京、2018.7.19 

192. 西山 遼, 佐久間 理香, 澤田 里佳子, 蒲池 紗英子, 土居 亜紀子, 中込 隆之, 松山 知弘. 

Expression patterns of brain pericytic markers at different time points after ischemic stroke 

in mice.  第４１回神経科学大会 兵庫 2018.7.28 

193. 岡野 裕紀, 佐久間 理香， 澤田 里佳子, 蒲池 紗英子, 土居 亜紀子, 松山 知弘, 中込 隆之. 

Comparison of the traits of two types of multipotent stem cells localized near blood cells.  

第４１回神経科学大会 兵庫 2018.7.27 

194. 大谷佐知, 大穂雄太, 湊雄介, 前田誠司, 八木秀司.Expression of pro-inflammatory cytokines 

and their receptors in GT1-7 cells.(一般) 第61回日本神経化学大会 2018.9 神戸 

195. Yagi Hideshi, Sato Makoto.Regulation of intra-spine distribution of myosin is associated 
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with morphology of spine.(Symposium/Workshop/Panel Discussion) 第61回日本神経化学大会 

2018.9 Kobe 

196. 中込隆之, 高木俊範, 吉村紳一, 松山知弘. 脳傷害/虚血誘導性多能性幹細胞の細胞特性に関す

る基礎研究―新規神経再生療法の開発のための基礎研究 第61回日本脳循環代謝学会学術集会 

盛岡 2018.10.19 

197. Kondo T, Miwa H. A Factual Survey of Non – Cardisac Chest Pain (NCCP) in Japan. (International 

Session 5). 第60回日本消化器病学会. (2018.11.2. 神戸) 

198. 廣瀬宗孝．痛み治療における基礎と臨床の融合．第35回高知麻酔・集中治療セミナー、高知市、

2018.11.10 

199. 宮脇弘樹、廣瀬宗孝．胸部傍脊椎神経ブロックの鏡視下開胸術の皮膚切開時における鎮痛効果の評

価：新しい鎮痛モニターの侵害受容刺激反応（NR）の有用性．第23回日本神経麻酔集中治療学会、

奈良、2019.3.16 

200. 野口光一. 痛みのメカニズム最新の知見.第３２回日本軟骨代謝学会スポンサードシンポジウム 

2019.3.1 大阪豊中 

201. 小林希実子, 山中博樹, 大久保正道, 野口光一.末梢神経損傷後の脊髄後角 neuron で増加する

BDNF. 第１２４回日本解剖学会総会・全国学術集会 2019.3.28 新潟 

202. 大久保正道, 山中博樹, 小林希実子, 野口光一.脊髄後角神経回路における mGluR の発現解析と炎

症性疼痛との関係 2019.3.28 新潟 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

日本脊椎脊髄病学会学術集会、日本疼痛学会、国際疼痛学会などで、一部のデータを発表

した。 

＜これから実施する予定のもの＞ 

日本疼痛学会、国際疼痛学会、アメリカ消化器病学会週間、欧州消化器病学会週間、日本

消化器病学会、日本神経消化器病学会で行う予定である。 

 

１４ その他の研究成果等 
難治性疼痛のメカニズムに関しては、ファイザー製薬株式会社と平成 25年から 27 年まで、受託研究

を結び研究を進めてきた。  

１．委託者 ファイザー製薬株式会社株式会社 

受託研究題目「New mechanisms of therapeutic effects of pregabalin in neuropathic pain models 

induced by peripheral nerve and spinal cord injuries; focus on the aberrant neurotransmission in 

the spinal cord」 

受託研究担当者 兵庫医科大学解剖学神経科学部門 野口光一 

受託研究期間 平成 25 年〜平成 27 年 

受託研究費用 2,495,000 円（平成 27 年） 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

設 備

平
成
2
7
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設平
成
2
8
年
度

施 設

法人番号

寄付金
その他（　教員研究費

）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1411041

2,998 12,000

平
成
2
6
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

平
成
3
0
年
度

総 計

総

額

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

研究費

平
成
2
9
年
度

設 備

装 置

設 備

29,996

0

0

0

36,280

29,998

0

0

13,897 22,383

2,996 12,000 14,000 1,000

1,563 13,500 13,000 2,000

14,513 2,00013,500

0

14,045 2,000

0

0 0

12,000

0

63,000 0 0 69,558

0 0 0 0 0

13,897 22,383

0

30,013

0

0 0

0 00 0

69,558 8,0000

8,000

0

0

0

30,063

0

0

0

36,280

148,115

184,395

0

0

28,045

0

7,557

21,454 85,383 0

14,000 1,000

281018

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

解剖学　神経科学部門 昭和59年 11 15 0 0 0
内科学　上部消化管科 昭和59年
共同研究利用施設 昭和59年 36 25 0 0 0
 放射性同位元素実験施設昭和59年 18 30 0 0 0
兵庫医療大学　薬物治療学

（漢方医学）研究室 平成21年 1 8 0 0 0

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ 私学助成
ｈ 私学助成
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

私学助成

（研究設備）

MX-207 1

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

PCR System
膀胱用超音波画像診断装置 平成26年

841

事業経費 補助金額

4,990
（研究装置）

 ﾌﾞﾗｯﾀﾞｰｽｷｬﾝｼｽﾃﾑ 一式

整備年度

1,377

及び解析ソフト一式

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

133㎡

720
平成26年

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

平成26年凍結切片作製装置

研究施設面積

4484073

230.74㎡
50㎡

1379.25㎡
551.23㎡

NX70
480
400
400

250001

1
1
1

1,312
691

共焦点レーザ走査型顕微鏡 平成28年 FV1200用 1
832

超低温フリーザー

倒立型ルーチン顕微鏡 平成27年

平成27年 MDF-U33V-PJ
400

400

微量高速冷却遠心機 平成27年

4,999
CKX53-22PH 1 400

16,344共焦点レーザー顕微鏡 平成26年

Flex3 96 1

500 24,516FV1200hyougo-S1-B 1

300 11,764 7,842マルチモードプレートリーダー 平成26年

（情報処理関係設備）

消　耗　品　費

補助主体

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成
私学助成

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

積　　算　　内　　訳
主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

補助主体

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額

15,120 試薬・器具・実験動物 15,120 試薬、キット、実験器具、実験動物

光　熱　水　費 0

通信運搬費 0

印刷製本費 0

旅費交通費 3,987 研究旅費 3,987 学会参加旅費

報酬・委託料 2,500 解析委託 2,500 解析委託

（　修　繕　費  　） 343 機器修理 343

（　　その他　　） 600 論文投稿、諸会費 600

計 22,550

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0

（兼務職員） 0

教育研究経費支出 0

計 0

7,448 研究機器 凍結切片作製装置、PCR System等

図　　　　書 0

計 7,448

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

計 0
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  平成 年度

  平成 年度

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 17,839 試薬・器具・実験動物 17,839 試薬、キット、実験器具、実験動物

光　熱　水　費 0

通信運搬費 0

印刷製本費 0 論文別刷代 0

旅費交通費 800 研究旅費 800 学会参加旅費

報酬・委託料 2,505 解析委託 2,505 遺伝子解析、英文校閲

（　修　繕　費  　） 900 機器修理 900

（　　その他　　） 1,285 論文投稿、諸会費 1,285

計 23,329

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0

（兼務職員） 0

教育研究経費支出 0

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,667 研究機器 微量高速冷却遠心機、超低温ﾌﾘｰｻﾞｰ等          

図　　　　書 0

計 6,667

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

計 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 17,171 試薬・器具・実験動物 17,171 試薬、キット、実験器具、実験動物

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 1,552 研究旅費 1,552 学会参加旅費

報酬・委託料 2,074 解析委託 2,074 遺伝子解析

（　修　繕　費  　） 577 機器修理 577

（　　その他　　） 1,217 論文投稿、諸会費 1,217

計 22,591

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 675 実験補助業務 675 時給1200円、年間時間数502時間、実人数1名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 675

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,412 研究機器 2,412 微量高速冷却遠心機、CO2ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ等

図　　　　書 0

計 2,412

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,202 学内1人
ポスト・ドクター 3,183 学内1人

研究支援推進経費 0

計 4,385 学内2人　
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（　その他　） 749 論文校正、諸会費 749

（　修　繕　費  　） 330 機器修理 330

計

通信運搬費

年　　　度

印刷製本費
旅費交通費

2,509

29

研究支援推進経費

16,683

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0
0

金　　額

16,683

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　修　繕　費  　）
報酬・委託料

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
試薬、キット、実験器具、実験動物

支　出　額

試薬・器具・実験動物

0

研究旅費
2,509

0
1,659

22,301

機器修理 701

1,659
解析委託

701

実験補助業務 840

3,351

時給1300円，年間時間数　640時間, 実人数1人

計

計

0

3,351

研究機器3,351

3,521

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
超低温フリーザー、プリンター等

学内1人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 3,521

840

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出
840

積　　算　　内　　訳

学会参加
シーケンス解析

学内1人

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,933 試薬・器具・実験動物    11,933 試薬、キット、実験器具、実験動物

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 1,830 研究旅費 1,830 学会参加

報酬・委託料 2,639 解析委託、標本作成 2,639 病理標本作成、シーケンス解析等

（　その他　） 831 諸会費 831

計 17,563

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 882 実験補助業務 882 時給　1350円，年間時間数　645時間, 実人数1人
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 882

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,050 超低温フリーザー、顕微鏡等

図　　　　書 0

計 8,050

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

計 1,550 学内1人

ポスト・ドクター 1,550 学内1人


